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溶岩が見えている
（厚さ25m程度？）

溶岩が隠れて上の成層した
火砕物のみ見える

さらに埋積？
解像度が低くて良く解ら
ず。

国土地理院撮影の火口写真（トリミングしている）．
火口西縁の内壁に注目すると2月9日と26日の間に顕著な埋積があったことがわかる．
次ページに内壁部分の拡大写真を載せる．

霧島山

・国土地理院撮影の2月9日と2月26日の写真を比べると火口は顕著に埋積されている．

・主な埋積物は火口内の溶岩か火砕物かは定かでないが，この間顕著な噴火が数回しか無かっ

たことを考慮すると，火口内の溶岩の上昇も関与している可能性がある．

・火砕物ないし火口内溶岩によるものか判断するためには面的かつ詳細な地形データの所得が

望まれる．

第119回火山噴火予知連絡会 産業技術総合研究所

2011年2月9日以降の火口の埋積過程



溶岩増加量の見積もり
　半径300mで厚さ20m増加の場合
 300x300x3.14x20=600万m3




